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発話に応じて動く「愛着ぬい」による一人暮らしの大学生の孤独感緩和支援

松澤 咲季 ∗　　的場 やすし ∗　　五十嵐 悠紀 ∗†

概要. 一人暮らしの大学生は，自由な生活の一方で孤独感を抱えやすく，メンタルヘルスの悪化が課題と
なっている．本研究では，ユーザが愛着を持つぬいぐるみを「愛着ぬい」と定義し，愛着ぬいが対話相手と
なることで孤独感を緩和する支援システムを提案・構築した．本システムは，ユーザの発話を音声認識し，
GPT-5 miniで内容を解析．「頷く」「首を横に振る」「両手をあげて喜ぶ」といった感情的な応答を判断し，
Raspberry Pi 5とサーボモータで愛着ぬいを動作させる．ぬいぐるみを改造せず，外部装置の装着のみで
実現する点が特徴である．開発者による動作確認では，処理遅延などの課題は残るものの，発話内容に応じ
て意図した通りの応答をし，愛着ぬいが対話相手としての機能を果たすことを確認した．

1 はじめに
大学進学を機に親元を離れ，一人暮らしを始める

学生は少なくない．この大きな環境変化は自由をも
たらす一方で，様々な心理的課題を生じさせる．先
行研究によれば，一人暮らしの大学生は実家暮らし
の学生と比較して生活習慣が不規則になりやすく，
時間の経過とともにストレス度やうつ度が有意に上
昇するなど，メンタルヘルスが悪化しやすい傾向が
指摘されている [1]．その背景には，「独居への不安」
[2]やコミュニケーション頻度の低下 [1]といった，一
人暮らし特有の課題が存在する．特に，親からの心
理的自立の過程で生じる孤独感や葛藤は，精神的健
康状態を大きく左右することが示唆されている [2]．
このように，一人暮らしの大学生はメンタルヘル

ス上の特有のリスクを抱えており，支援の必要性が
高い．そこで本研究では，彼らの孤独感を緩和し，
精神的安定を支援することを目的として，ぬいぐる
みロボットに着目した．近年，ぬいぐるみロボット
を用いたセラピーが注目されており，その有用性が
多様なロボットで検証されている．たとえば，和田
らは，接触や呼びかけに反応するアザラシ型ロボッ
ト「パロ」が高齢者の気分向上やストレス軽減に寄
与することを報告している [3]．また，林らは，応答
性を持つねこ型ロボット「ちょぼにゃん」が，単な
るぬいぐるみと比較して高いストレス緩和効果をも
つことを実験で示した [4]．これらの研究から，ぬい
ぐるみロボットが一人暮らしの大学生の孤独感緩和
にも有効である可能性が示唆された．
そこで本研究では，大学生が既に愛着を持つぬい

ぐるみを対象とし，このようなぬいぐるみを「愛着
ぬい」と定義する．本研究では，愛着ぬいを対象と
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して改造することなくユーザの発話に応じて動作さ
せることで，より身近に利用できる孤独感緩和支援
システムの構築を提案する．

2 関連研究

ユーザ自身のぬいぐるみを利用する研究として，
「PINOKY」が挙げられる [5]．PINOKYは，ぬい
ぐるみを改造することなく，手足等を動かすことを
可能にするデバイスである．ユーザによる動作の「記
録・再生」や，外部センサとの連動によりぬいぐる
みを制御するが，その操作は物理的な入力に基づく．
この先行研究に対し，本研究の新規性は，ユーザ

の発話内容に対する意味理解に基づき，愛着ぬいが
自律的に動作する対話システムを構築する点にある．
自然言語処理技術を用いて，愛着ぬいが発話内容に
適した仕草を返すことで，ユーザの「対話相手」と
なることを目指す．

図 1. 「愛着ぬい」による対話支援のイメージ
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図 2. システムの構成と処理フロー

3 提案手法
3.1 システムの概要
本研究で提案するシステムは，ユーザの発話内容

を AIが解析し，その結果に応じて愛着ぬいが動作
することで，対話的な反応を実現するものである．
はじめに愛着ぬいによる対話支援のイメージを図 1
に示す1．本システムは，音声認識および自然言語処
理によるソフトウェアと Raspberry Pi 5を基盤と
したハードウェアから構成される．ユーザの音声を
リアルタイムに取得し，音声認識を経て得られたテ
キストを AIが解析する．その結果に基づき，サー
ボモータを介して愛着ぬいの動作が制御される．シ
ステムの構成と処理フローを図 2に示す．
なおChatGPTのような LLMは，現時点ではメ

ンタルヘルス的に不適切な発言をする危険があるた
め [6]本システムでは発話機能を実装していない．

3.2 ソフトウェア構成
音声認識には，オープンソースの音声認識エン

ジンであるVoskを用いる．マイクで取得した音声
データはVoskによりリアルタイムに文字起こしさ
れ，文ごとにテキストとして出力される．出力され
たテキストは，OpenAI社が提供する大規模言語モ
デルGPT-5 miniのAPIを用いて解析される．

GPT-5 miniでは，「あなたは音声アシスタントで
す．ユーザの発話に対して，次の 3つのうちから最
も適切なものを 1つ選んでください．」といったプロ
ンプトを与え，発話内容に基づいて「頷く」「首を
横に振る」「両手を上げて喜ぶ」の 3種類の動作の
いずれかを選択する．選択結果は制御プログラムに
送られ，該当するサーボモータを動作させることで
愛着ぬいが反応する．これにより，ユーザの発話内
1 ぬいぐるみは例として清原株式会社「推しぬいシリーズ」
を使用した．

容に合わせて愛着ぬいが感情的な応答を示すインタ
ラクションを実現している．

3.3 ハードウェア構成
ハードウェアは，Raspberry Pi 5，マイク，サー

ボモータで構成される．
透明な紐とコードストッパーを用いて，愛着ぬい

の胴体と両腕に動作機構を装着する．胴体には首振
り用のサーボモータと頷き用のサーボモータ，腕に
は挙手用のサーボモータをそれぞれ棒を介して接続
する．
この設計により，愛着ぬいを改造することなく装

着・取り外しが容易にできる点が特徴である．

3.4 実装と動作確認
提案システムの基本的な有効性を検証するため，

第一著者による動作確認を行った．その結果，若干の
処理遅延は見られたものの，ポジティブな発話（例：
「今日のライブ楽しかった」）に対して「両手を上げ
て喜ぶ」，ネガティブな発話（例：「私ってダメだよ
ね」）に対して「首を横に振る」，どちらともとれな
い発話（例：「こんにちは」）に対して「頷く」といっ
た，意図した通りの応答動作を確認した．これによ
り，愛着ぬいがあたかも対話相手として応答してい
るかのような感覚を得られることが示唆された．

4 まとめと今後の課題
本研究では，一人暮らしの大学生が抱える孤独感

を緩和するため，ユーザ自身の愛着のあるぬいぐる
みが対話相手として機能する孤独感緩和支援システ
ムを提案し，その実装を行った．開発したシステム
を用いた動作確認では，処理遅延などの課題は残る
ものの，発話内容に応じて愛着ぬいが頷きや首振り
といった感情的な応答を自律的に行う，基本機能の
有効性を確認した．
今後の展望として，複数のユーザを対象とした評

価実験が挙げられる．本システムを一人暮らしの学
生に一定期間利用してもらい，アンケートや心理尺
度を用いて孤独感やストレスの変化を測定すること
で，そのメンタルヘルスケア効果を定量的に検証す
る必要がある．これにより，愛着ぬいとの対話がも
たらす心理的影響を明らかにし，本アプローチの有
効性を実証していきたい．
また，さらなるメンタルヘルスケアを目的として，

ユーザの発話内容を記録・分析し，日記やセルフモ
ニタリングのツールとして活用する応用も検討して
いる．さらに，マインドマップ [7]を自動生成する
機能の実装も今後の課題とする．
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